
 

 

令和５年度 事業方針・計画 

１．目的 

(1) 岩手県における卓球界を統括し代表する団体として、卓球の普及振興を図り、もっ

て岩手県民の心身の健全な発展に寄与すること。 

(2) スポ―ツで定められたルールとフェアプレイ精神を守り、正々堂々と競い合い、お

互いに敬意を払い、明るく公正・公平な姿勢と行動を守ること。 

２．事業運営 

(1) 大会開催にあたっては、開催要項等に趣旨、目的を明確に示すとともに、大会収支

算案をあらかじめ作成し事業収支のバランスをはかる。 

 (2) 大会運営にあたる専門委員会(含:高体連専門部)は、その関連する専門委員会との連 

携をはかり、情報を共有し協力して取り組むこと。 

 (3) 過去２年積み上げた新型コロナウイルス感染予防対策を踏まえ、今後その時々の状 

況を把握し、実情にあった更なる感染予防対を検討、実行して開催する。 

 (4) 大会開催の可否判断は、県、会場地行政と協議し、本会が決定する。 

３．強化育成 

(1) 平成２２年(2010)に平成 28 年いわて国体に向け策定した「競技者育成プログラム」

を強化の指針として取り組む。 

 (2) 国体強化に加えジュニア層の強化に力を入れるほか、特に小学生(ホープス・カブ・ 

バンビ)の育成・強化並びに底辺の拡大をはかる。 

(3) オープンリーグや各委員会が取組む強化及び普及事業は、強化・育成委員会と連携 

し運営にあたる。 

４.普及拡大 

(1) 全てのカテゴリーにおいて積極的に普及に取り組み、スポーツとしての卓球の価値 

を上げるとともに登録人口の拡大をはかる。 

 (2) 健康を目的とした生涯スポーツとして卓球の普及、障がい者・健常者を問わず卓球 

の普及に取り組む。 

５．加盟団体連携 

(1) 支部協会の活性化、組織力の充実に繋がることを目的に県民体育大会や各種県協会 

主催大会の持ち回り開催を積極的に行う。 

(2) 登録会員及びクラブチームの発展、活性化に資する取り組みを行う。 

６．専門委員会 

 (1) 専門委員会は競技環境や特性を見極め、それぞれのカテゴリーの専門性を生かし、 

  きめ細かい事業の運営、強化・普及活動に取り組む。 

 (2) 法人の運営に係る専門的な委員会が必要となったときは状況に応じて組織する。 

７．コロナ対策 

 (1)令和５年５月８日に予定されている新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置 

づけが変更された以降の日本卓球協会ガイドラインに則り対応する。 

(2)日本卓球協会のガイドラインが決定するまではつぎの通りとする。 

 ➀基本的な感染予防対策(検温・消毒等)は行うが、健康状態調査票などの書面の提出

は求めない。 

②令和５年３月１３日よりマスクの着用は個人の判断に委ねられるが、大会会場でのマ



 

 

スク着用を推奨する。ただし、プレー中はその限りではない。 

 ③大会運営は無観客、帯同者などの制限を撤廃しコロナ前に戻す方向で運営する。 

８．各種別表 

  別紙① 2023 年度 全日本選手権大会 各種目出場枠一覧 

 別紙② 全日本選手権大会 東北推薦枠 

  別紙➂ 国民体育大会 東北ブロック代表数 

  別紙④ 東北卓連関連事業 開催地一覧 



別表① 令和５年度 全日本選手権大会各種目出場枠（令和５年３月１９日現在） 

 団体 男子単 女子単 男子複 女子複 混合 

一般の部  ２ ２ １ １ １ 

ジュニア  ２ ２    

中学２年  ２ ２ 
１ １  

中学１年  ２ ２ 

ホープス  ３ ３    

カ  ブ  ３ ３    

バ ン ビ  ３ ３    

マスターズ  ２ ２    

ホープス団体 １      

社会人  ４ ４ ２ ２  

クラブ １      

レディース ４    ４  

 

 

別表② 全日本選手権大会特別推薦枠 

○東北ブロック推薦割当表         〇４年度登録数前年比 2％増  

年度 推薦枠 該当種目 年度 推薦枠 該当種目 

2020（Ｒ２）年度 女子１名 女子ジュニア 2020（Ｒ２）年度 ―  

2021（Ｒ３）年度 男子１名 男子ジュニア 2021（Ｒ３）年度 ―  

2022（Ｒ４）年度 なし  2022（Ｒ４）年度 １名 一般男子 

2023（Ｒ５）年度 女子１名 未定 2023（Ｒ５）年度 無し 無し 

 

別表③ 国民体育大会卓球競技東北ブロック代表数 

回 年 度 開 催 地 成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 

第 75回 R ２(2020) 鹿児島県(延期) ６ ２ ２ ４ 

第 76 回 R ３(2021) 三重県 ２ ４ ６ ２ 

第 77 回 R ４(2022)  栃木県 ４ ２ ２ ６ 

第 78 回 R ５(2023) 鹿児島県 ６ ２ ２ ４ 

第 79 回 R ６(2024) 佐賀県 ２ ６ ４ ２ 

 

 



別表④ 東北卓球連盟関連事業開催地一覧（令和５年１月７日現在 

 

年度 
ミ ニ 

国 体 

東 北 

合 宿 

高 校 

選手権 

高 校 

選 抜 

東北 

中学 

東北 

ﾚﾃﾞｨｰｽ 

北日本 

ﾎｰﾌﾟｽ 

審 判 

講習会 

東北 

ﾗｰｼﾞ 
年度 

2017 秋田 

鹿角市 

青森 山形 秋田 宮城 宮城 福島 宮城 宮城 Ｈ２９ 

2018 宮城 

気仙沼市 

岩手 

一関市 

青森 宮城 福 島 青 森 北海道 山形 山形 Ｈ３０ 

2019 福島 

南相馬市 

宮 城 岩 手 

奥州市 

福島 山 形 秋 田 青森 秋田 秋 田 Ｒ元 

2020 山形 

鶴岡市 

(中止) 

福島 

郡山市 

(開催) 

宮城 

  仙台市 

  (中止) 

山形 

天童市 

(開催) 

秋田 

秋田市 

(中止) 

山形 

天童市 

(中止) 

岩手 

盛岡市 

(中止) 

福島 

郡山市 

(中止) 

青森 

青森市 

(中止) 

Ｒ２ 

2021 山形 

鶴岡市 

 

山形 

天童市 

秋田 

秋田市 

宮城 

仙台市 

青森 

八戸市 

岩手 

花巻市 

(中止) 

岩手 

花巻市 

福島 

郡山市 

青森 

青森市 

Ｒ３ 

2022 青森 秋田 福島 青森 岩手 

一関市 

山形 

(中止) 

宮城 岩手 

盛岡 

岩手 

北上市 

Ｒ４ 

2023 岩手 

大船渡市 

青森 山形 岩手  

奥州市 

宮城 岩手 

岩手県営 

山形 青森 宮城 Ｒ５ 

2024 秋田 岩手 

未定 

青森 秋田 福島 山形 秋田 宮城 青森 Ｒ６ 

2025 宮城 岩手 青森 宮城 山形 宮城 福島 山形 福島 Ｒ７ 

2026 福島 宮城 岩手 福島 秋田 青森 北海道 秋田 山形 Ｒ８ 

2027 山形 福島 秋田 山形 青森 福島 青森 福島 秋田 Ｒ９ 

2028  山形 宮城 ミニ国体 

開催権 

 秋田 岩手   Ｒ１０ 

 

 

〇日本卓球協会アスリートパスウエイ事業Ｕ－１０・Ｕ－１５ 令和５年度(2023) 北海道 苫小牧市 


